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伝
統
と
未
来

　
須
恵
町
の
ウ
ナ
ギ
が
人
気
だ
と

か
。
最
初
聞
い
た
と
き
は
、
は
て

と
思
っ
た
も
の
の
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
躍お

ど

り
出
て
い
る
様
子
（
ウ
ナ

ギ
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
）
。
12
月
定

例
会
の
補
正
に
よ
り
総
額
5
億
円

の
予
算
と
な
っ
た
。
使
途
は
、
主

に
教
育
・
医
療
。
額
面
で
言
う
と

ケ
タ
違
い
の
自
治
体
は
あ
る
も
の

の
、
須
恵
町
の
伸
び
は
著
し
い
。

担
当
課
の
努
力
を
素
直
に
称た

た

え
た

い
。

　
江
戸
時
代
は
眼
科
目
薬
の
医
療

の
町
（
合
併
前
だ
け
ど
）
。
そ
し

て
焼
き
物
の
町
。
近
代
は
炭
鉱
の

町
。
そ
の
後
、
健
康
の
町
づ
く
り

は
今
に
続
く
。
わ
が
町
の
先
人
は
、

自
身
と
時
代
を
み
つ
め
、
そ
の
時

を
懸
命
に
生
き
て
き
た
の
だ
な
と
、

し
み
じ
み
思
う
。

　
そ
の
意
味
で
、
今
は
ふ
る
さ
と

納
税
を
精
一
杯
や
る
の
も
結
構
な

こ
と
だ
。
い
ず
れ
次
の
世
代
に
託

す
須
恵
町
を
、
素
晴
ら
し
い
町
に

磨
き
上
げ
て
渡
す
た
め
に
も
。

�

田
ノ
上  

真

　日本の誇る伝統的な武道としての空手道は、今や
世界的な規模において隆盛の一途をたどっています。

活動状況は
　古賀慶三先生を中心に、子どもから大人まで約10
名で活動しています。練習は、水曜日の18時30分か
ら20時30分、土曜日の18時から21時まで、それぞれ
町立武道場で行っています。県大会や須恵町少年武
道大会の他に県実業団大会などがあり、基本、形、
組手の練習を日々頑張っています。
　帯の色は、白、緑、紫、茶、黒の５種類で、年に
３回の昇級審査があります。

空手道五条訓
　一、人格完成に努めること
　一、真の道を守ること
　一、努力の精神を養うこと
　一、礼儀を重んずること
　一、血気の勇を戒めること

武道は礼に始まり礼で終わる
　空手道の正しい教えを守り、一生懸命稽古に励み、
心と体を鍛え、何事にも負けない精神力を養うため
に努力することを誓い、日々の練習に打ち込んでい
ます、と語ってくださいました。

議　　長：松山　力弥

委 員 長：田ノ上　真
副委員長：今村　桂子
委　　員：三⻆　栄重
委　　員：稲永　辰己

須恵町のスポーツ団体・文化団体を紹介します。みなさんも一緒にやってみませんか？

空手部（日本空手協会須恵支部）第7回

日本空手協会７段
Ａ級指導員
古
こ

賀
が

 慶
けい

三
ぞう

さん
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須
恵
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
基
金
条
例
の
制
定

こ
こ
ろ
ざ
し
を
カ
タ
チ
に
賛成多数可決

②�

都
市
部
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、

地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
。

③�

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
。

④�

ひ
と
が
集
う
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
魅
力
的
な
地
域
を

つ
く
る
。

■�
計
画
期
間
　

　
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度

基
金
の
設
置

　
須
恵
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

推
進
計
画
が
内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
須
恵
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
基
金
を
設
置

し
、
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
）
に
活
用
し
ま
す
。

　
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
、
地
方
創
生
関
係
施
策
を
円
滑
か
つ

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

※
地
方
創
生
応
援
税
制
と
は

　
企
業
が
寄
附
を
通
じ
て
、
地
方
公
共

地
方
創
生
の
目
的

●�

出
生
率
の
低
下
に
よ
る
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
東
京
圏
へ
の
人

口
の
過
度
な
集
中
を
改
め
る
。

●�

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
住
み
よ
い
環

境
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
り
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
維
持
す
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略

　
国
で
は
、
現
在
と
将
来
の
社
会
的
変

化
を
見
据す

え
、
地
方
創
生
の
新
た
な
展

開
と
し
て
の
飛
躍
に
向
け
「
第
２
期
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
町
へ

　
須
恵
町
で
も
同
様
に
策
定
し
、
行
財

政
改
革
や
町
内
外
の
民
間
組
織
と
連
携

を
図
り
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
戦
略
を
進
め
て
い
ま
す
。

■�

基
本
目
標

①�

稼か
せ

ぐ
地
域
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
。

団
体
が
行
う
地
方
創
生
の
取
組
を
応
援

し
た
場
合
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

　
地
域
の
外
か
ら
も
稼
ぐ
力
を
高
め
、

地
域
経
済
が
循
環
す
れ
ば
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
的

な
町
に
な
れ
ば
、
出
生
率
の
増
加
や
人

口
の
流
入
、
定
住
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
や
企
業
が
元
気
に
な
れ
ば
、
町
も

活
気
に
あ
ふ
れ
、
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
町
の

将
来
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
議
案

須
恵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

	

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
と
も

な
い
改
正
す
る
。

▼
主
な
内
容

　
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
と
も
な
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
水
準
に
関
し
、

意
図
せ
ざ
る
影
響
や
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
、
被
保
険
者
に
か
か
る
軽
減
判
定
所

得
基
準
の
見
直
し
を
行
う
。

▼
い
つ
か
ら
？

　
令
和
３
年
度
分
以
降
の
保
険
税
に
適
用

す
る
。

　令和２年第４回定例会は、
12月４日から11日までの８
日間で行われました。
　審議の結果、提案された
議案11件を原案のとおり可
決しました。
　また、児玉求議員に対す
る懲罰動議が提出され、継
続審査となりました。
　　⇒詳しくはＰ４へ

12月定例会

須恵町
まち・ひと・しごと
創生総合戦略は
こちらから
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12
月
定
例
会

一
般
質
問

対
談（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追

　跡

議
会
あ
れ
こ
れ

12
月
定
例
会

須
恵
町
空
き
地
等
の
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

生
活
環
境
を
整
備

全員賛成可決

所
有
者
等
へ
の
勧
告
等

　
町
の
動
き
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■�

町
民
等
か
ら
管
理
不
全
な
空
き
地

等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
る

■�

町
は
、
立
ち
入
り
調
査
を
行
う

■�

須
恵
町
特
定
空
家
等
審
査
会
に
諮は
か

る
（
た
だ
し
、
町
長
が
特
に
認
め

た
時
は
、
審
査
会
に
諮
ら
ず
に
立

ち
入
り
調
査
の
結
果
に
よ
り
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
）

■�

特
定
空
家
等
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、

町
か
ら
所
有
者
等
に
対
し
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
、
助

言
を
行
う

■�

な
お
も
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
、
勧
告
を
行
う

■�

正
当
な
理
由
な
く
、
勧
告
に
か
か

る
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
場
合
、

町
は
、
そ
の
措
置
を
命
ず
る

良
好
な
生
活
環
境
を

　
こ
の
条
例
は
、
空
き
地
お
よ
び
空
家

等
の
管
理
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定

め
、
町
民
が
健
康
で
安
全
か
つ
快
適
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
良
好
な
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
特
定
空
家
等
の
規
定
が
追
加

さ
れ
、
新
た
に
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

の
規
定
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
影
響

●�

樹
木
や
雑
草
が
繁は
ん

茂も

し
、
害
虫
等
の

発
生
場
所
と
な
る
。

●
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
場
所
に
な
る
。

●�

不
特
定
者
の
浸
入
に
よ
り
、
火
災
や

犯
罪
を
誘
発
す
る
。

な
ど
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
地
等

は
、
周
辺
環
境
に
ま
で
悪
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
ま
す
。

所
有
者
等
の
責
務

　
所
有
者
等
は
、
こ
の
よ
う
な
管
理
不

全
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
正
な
管

理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
代
執
行
も

　
所
有
者
等
が
町
の
命
令
に
従
わ
な
い

場
合
に
お
い
て
、
他
に
手
段
が
な
く
、

か
つ
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
が
著

し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
行
政
代
執
行
を
し
、
そ
の
費
用

を
所
有
者
等
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

問
題
の
早
期
解
決
へ

　
町
内
に
も
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
地
等
が
存
在
し
、
近
隣
の
住
民
の
方

は
、
常
に
不
安
な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
問
題
が
早
期
に
解
決
し
、
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
期
待
し

て
い
ま
す
。

須
恵
町
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

	
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
附
属
機
関
に
次
の
審
査
会
を
追
加
す
る
。

●
須
恵
町
特
定
空
家
等
審
査
会

　
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
か
の
調
査
や

措
置
に
関
す
る
事
項
を
担
当
す
る
。

●�

須
恵
町
障
害
支
援
区
分
認
定
等
審
査
会

　
障
害
支
援
区
分
の
認
定
等
に
関
す
る
事

項
を
担
当
す
る
。

財
産
の
取
得
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
令
和
３
年
10
月
実
施
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
再
編
に
と
も
な
い
、

新
規
車
両
を
購
入
す
る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
　
１
台

�

取
得
価
格
　
　
２
２
６
８
万
円

●
小
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
　
１
台

�

取
得
価
格
　
　
　
９
０
０
万
円

Q�

　
ル
ー
ト
再
編
は
令
和
３
年
10
月
を

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
バ
ス
の
購
入

は
早
過
ぎ
な
い
か
。
ま
た
、
金
額
が

高
い
よ
う
に
思
え
る
が
。

A�

　
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　�

　
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
の
改
造
・
コ

ロ
ナ
の
影
響
等
を
考
慮
し
、
６
～
９

　�

カ
月
か
か
る
。
ま
た
、
金
額
は
改
造

費
も
含
め
た
金
額
の
た
め
、
高
額
に

な
っ
て
い
る
。
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補
正
予
算

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
億
６
０
３
６
万
円
を
追
加

総
額
　
１
３
７
億
４
６
９
９
万
円

	

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

６
５
５
６
万
円
を
追
加

総
額
　
31
億
４
２
７
９
万
円

	

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

１
２
４
万
円
を
減
額

総
額
　
３
億
６
８
７
５
万
円

	

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

12
万
円
を
追
加

総
額
　
11
億
６
５
１
２
万
円

	

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

収
益
的
支
出

２
９
１
２
万
円
を
減
額

	

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
い
ま
す
。

大
幅
に
ア
ッ
プ

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

	

歳
入
　
３
億
円
増
額

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
、
当
初
の

見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
う
な
ぎ
や
あ
ま
お
う
が
人
気
の

よ
う
で
す
。

　
今
後
、
こ
の
寄
附
金
は
、
教
育
・
子

育
て
支
援
事
業
や
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
整
備
へ

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

	

歳
出
　
64
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
た
め
に
必
要
な
体
制
を
、
実
際

の
接
種
よ
り
前
に
着
実
に
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
行
う
際
、
個
人
の
履
歴

を
管
理
で
き
る
よ
う
、
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
を
改
修
す
る
も
の
で
す
。

Q�

　
返
礼
品
の
送
料
は
？

　�

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品

の
送
料
は
、
ど
の
く
ら
い
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
記
念
品
送
料

　
　
　
　
　
　
　
２
７
９
８
万
円
増
額

A�

　
（
ま
ち
づ
く
り
課
参
事
）

　�

　
１
件
あ
た
り
１
０
６
０
円
で
、
２

万
４
０
０
０
件
（
税
込
み
）
分
を
予

定
し
て
い
る
。

Q�

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
流
れ
は
？

　�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
に
な

る
の
か
。

A�

　
（
健
康
増
進
課
長
）

　�
　
時
期
的
に
は
、
令
和
３
年
の
夏
以

降
に
な
る
の
で
は
、
と
考
え
て
い
る
。

　�
　
ま
だ
国
か
ら
は
、
接
種
の
優
先
順

位
な
ど
具
体
的
な
事
が
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
決
ま
り
し
だ
い
周
知
し

て
い
く
。

※�

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
は
、
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

須恵町への
ふるさと応援寄附金は

こちらから

須恵町ホームページ

　
本
動
議
に
よ
り
、
12
月
11
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
議
長
の
指
名
に
よ
る
６
名
で

構
成
さ
れ
た
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

提
出
理
由

　
12
月
８
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
適

法
に
議
事
運
営
を
進
め
る
議
長
に
対
し
、

「
越
権
行
為
」
と
誹
謗
を
繰
り
返
す
ば
か

り
で
な
く
、
根
拠
の
な
い
自
説
を
主
張
し

て
長
時
間
に
わ
た
り
議
事
の
進
行
を
妨
害

し
た
。

　
こ
れ
は
、
須
恵
町
議
会
会
議
規
則
の
第

１
０
０
条
に
定
め
る
議
長
の
秩
序
保
持
権

を
犯
す
行
為
で
、
さ
ら
に
は
地
方
自
治
法

第
１
０
４
条
に
定
め
る
議
長
の
議
事
進
行

権
、
な
ら
び
に
同
第
１
２
９
条
の
秩
序
保

持
権
に
も
反
す
る
違
法
行
為
で
あ
る
。

懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置

委 

員 

長
　
猪
谷 

繁
幸

副
委
員
長
　
白
水 

春
夫

委
　
　
員
　
今
村 

桂
子
　
三
上 

政
義

　
　
　
　
　
田
ノ
上 

真
　
世
利 

孝
志

　
今
後
、
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
内
容

を
確
認
し
、
児
玉
求
議
員
へ
懲
罰
を
科
す

べ
き
な
の
か
慎
重
に
審
査
し
、
議
会
に
報

告
さ
れ
ま
す
。

児
玉 

求
議
員
に
対
す
る

懲
罰
動
議
を
提
出
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1 ○�一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般について疑問
点をただし、報告や説明を求めることです。
○�「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、編集は行っ
ていません。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

　
緑
豊
か
な
自
然
を
維
持
し
、
先

住
者
の
居
住
環
境
を
守
る
た
め
、

周
辺
環
境
状
況
と
調
和
し
た
建
築

物
の
制
限
な
ど
対
策
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
須
恵
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
福
岡
市
に
も
ア
ク
セ
ス
が

良
く
、
人
口
増
加
、
宅
地
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
大
規
模
な

宅
地
開
発
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自

然
と
調
和
し
た
町
を
目
指
し
、
心

か
ら
「
住
み
た
い
」
「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
を
築
い

て
い
く
に
は
、
計
画
的
な
都
市
形

成
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き
指
導

問

男澤�一夫��議員

環
境

　
須
恵
町
は
、
全
町
域
が
都
市
計

画
区
域
で
あ
る
た
め
、
建
築
行
為

を
行
う
際
は
、
都
市
計
画
法
、
建

築
基
準
法
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
き
、
用
途
の
規
制
、

建
ぺ
い
率
、
容
積
率
等
の
制
限
を

受
け
ま
す
。
開
発
行
為
に
つ
い
て

は
、
行
為
者
に
対
し
町
開
発
指
導

要
綱
等
に
基
づ
く
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
発
行
為
者
に
は
、
隣

接
す
る
住
民
に
必
ず
事
前
に
説
明

を
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
、
地
元
説
明
会
の
開
催

を
検
討
さ
せ
、
住
民
の
理
解
と
調

和
を
求
め
て
い
ま
す
。
土
地
利
用

に
つ
い
て
町
独
自
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
法
に
基
づ
く
日
照
、

建
築
物
の
高
さ
制
限
が
あ
り
、
開

発
行
為
者
に
は
、
町
の
開
発
指
導

要
綱
に
基
づ
い
て
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

答
世
利
都
市
整
備
課
長

　
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
で
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
で
き
、
我
々

が
培つ

ち
かっ
て
き
た
、
住
み
や
す
い
こ

の
須
恵
町
が
、
違
う
方
向
に
行
く

の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
だ
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
、
都
市
化
す
る
こ
の
須
恵

町
の
中
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
た
ち

を
巻
き
込
ん
で
い
く
力
を
持
つ
こ

と
が
大
切
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
商
工
会
の
青
年
部
、
あ
る
い
は

今
の
30
代
、
40
代
の
世
代
、
議
員

も
仲
間
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
夢

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
平
松
町
長

人
口
増
加
に
伴
う
環
境
変
化
対
策
は

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）
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2町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

マ
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
商
工
会
青
年
部
を
巻
き
込
ん
で
、

明
る
く
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
提
案
を

し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
と
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
す
ば
ら

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
の
支
援
は
、
今
後
も
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
の
有
効
活
用
を

キ
ャ
ン
プ
が
活
気
を
取
り
戻
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
隣
接
す
る
篠
栗

町
や
宇
美
町
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

休
日
は
予
約
で
い
っ
ぱ
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　
も
う
一
度
、
地
域
の
子
ど
も
会

や
学
校
、
部
活
動
合
宿
な
ど
、
自

然
の
中
で
活
動
が
で
き
る
施
設
と

し
て
、
活
用
で
き
な
い
も
の
か
、

町
長
の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

藤野�正剛��議員

　
町
営
の
「
か
し
の
き
は
ら
キ
ャ

ン
プ
場
」
は
、
平
成
20
年
に
閉
鎖

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
を
見
る
と

バ
ン
ガ
ロ
ー
や
炊
事
場
な
ど
、
少

し
手
を
加
え
る
と
ま
だ
ま
だ
利
用

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
、
公
共
交
通
機

関
を
避
け
た
マ
イ
カ
ー
移
動
に
よ

り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
も
、
オ
ー
ト

問

　
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
に
伴
い
年

間
利
用
者
が
年
々
減
少
し
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
管
理
運
営
費
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
閉
鎖

し
ま
し
た
。
現
在
、
周
囲
の
環
境

保
全
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

定
期
的
に
点
検
・
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
老
朽
化
し
た
建
物
を

放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
の
で
、
将
来
的
に
は
、
解
体

も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
ま
し

た
。

　
教
育
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
の
場
と
し
て
の
キ
ャ
ン
プ
場
再

活
用
の
ご
提
案
で
す
が
、
く
ら
し

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の
中
で
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
お
こ
し

分
野
が
あ
り
、
そ
こ
で
協
議
し
て

い
く
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
が
主
導
し

て
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ン
プ
場
問
題
を
一
つ
の
テ
ー

答
平
松
町
長

地
域
の
力
に
期
待

施
設

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

かつて使われていたバンガロー
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3 一/般/質/問 町 政 を 問 う !

う
か
。
こ
の
場
所
は
景
観
が
良
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
木

々
で
か
す
か
に
し
か
望
め
ま
せ
ん
。

環
境
整
備
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
山
々
が
紅
葉
で
色
づ
き
、
久
我

記
念
館
周
辺
も
モ
ミ
ジ
等
が
紅
葉

し
自
然
豊
か
で
す
。
駐
車
場
か
ら

登
る
と
右
側
に
原
田
町
長
顕
彰
碑
、

さ
ら
に
登
る
と
東
屋
（
休
憩
所
）
、

さ
ら
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
須
恵
の
千

年
桜
等
が
植
樹
さ
れ
、
春
に
は
見

ご
ろ
で
す
。

　
久
我
記
念
館
来
館
者
や
散
歩
を

さ
れ
る
方
の
憩
い
の
場
と
し
て
整

備
し
、
活
用
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

計
画
的
に
実
施

問

環
境久

我
記
念
館
周
辺
の
緑
地
整
備
を

世利�孝志��議員

　
久
我
記
念
館
か
ら
市
街
を
一
望

で
き
る
展
望
、
そ
し
て
、
町
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
、
周
囲

の
杉
林
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

景
観
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
樹
木

の
整
備
を
次
年
度
よ
り
計
画
的
に

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
敷
地
内
の
東
屋
に
つ
い
て
は
、

木
造
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
そ
し

て
躯
体
は
ま
だ
し
っ
か
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
現
在
破
損
し
て
い
る

階
段
の
修
繕
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
美
術
館
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
高
齢
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
厳

し
い
現
状
で
す
。
館
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
も
、

館
周
囲
の
自
然
を
活
か
し
つ
つ
、

駐
車
場
の
整
備
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
議
会
に
お
諮は

か

り
し
、
自

然
教
育
林
基
金
を
活
用
し
て
久
我

記
念
館
周
辺
の
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
安
河
内
社
会
教
育
課
長

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）

久我記念館から見た景観東屋から見た景観
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4町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
コ
ロ
ナ
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
国
、
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
住
民
目
線
に
立
っ
て
必
要
な

施
策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
賃
支
援
や
大
学
生
等
生
活
応

援
給
付
金
事
業
は
、
現
段
階
で
、

町
独
自
の
支
援
を
行
う
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
町
民

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
長
期
戦
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
須
恵
町
の
財
政

規
模
の
中
で
こ
の
町
を
運
営
し
て

い
く
わ
け
で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
と

う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
平
松
町
長

コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
る
須
恵
町
に

さ
ら
な
る
コ
ロ
ナ
支
援
策
を
す
べ

き
で
は
。
今
後
ど
ん
な
支
援
策
を

さ
れ
る
の
か
。
２
次
の
コ
ロ
ナ
交

付
金
が
家
賃
支
援
を
含
む
事
業
継

続
、
雇
用
維
持
等
分
で
１
億
１
３

０
０
万
あ
り
、
家
賃
支
援
に
、
ま

た
大
学
生
等
生
活
応
援
給
付
金
事

業
に
一
律
10
万
円
の
給
付
を
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

児玉�求��議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
町
民
の
命
と
く
ら

し
を
守
る
た
め
、
さ
ら
な
る
感
染

防
止
対
策
が
必
要
で
す
。
糟
屋
地

区
町
長
会
で
抗
原
定
量
検
査
機
器

を
糟
屋
地
区
に
導
入
す
る
よ
う
県

に
要
望
を
。
町
民
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、

抗
体
検
査
の
費
用
は
町
負
担
で
。

　
町
税
の
猶
予
、
国
保
税
、
後
期

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
減

免
申
請
の
状
況
と
周
知
徹
底
対
策
、

問

　
抗
原
定
量
検
査
は
、
粕
屋
保
健

所
で
採
取
し
た
検
体
を
検
査
技
師

が
い
る
筑
紫
保
健
所
へ
持
ち
込
む

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
糟
屋
地
区

へ
の
導
入
要
望
は
、
感
染
状
況
を

見
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
町
民
に
対
す
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
の
助
成
は
、
各

自
の
予
防
対
策
に
よ
り
、
医
療
機

関
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
今
の
所
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

　
各
税
金
等
の
猶
予
、
減
免
等
の

申
請
状
況
で
す
が
、
納
税
の
猶
予

37
件
、
国
保
税
減
免
33
件
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
３
件
、

介
護
保
険
料
の
減
免
３
件
　
金
額

に
し
て
合
計
約
１
８
０
０
万
円
で

す
。
制
度
の
周
知
は
、
町
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
窓
口
や
電
話
で
の
相
談
時

答
今
泉
健
康
増
進
課
長

答
諸
石
総
務
課
長

臨
機
応
変
に
対
応

コ
ロ
ナ

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）
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ま
た
、
今
年
度
は
町
、
校
区
、

行
政
区
の
行
事
が
中
止
と
な
り
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

落
し
て
い
ま
す
。
絆
、
支
え
合
い

が
薄
れ
担
い
手
不
足
と
な
れ
ば
、

活
動
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
独
自
の
支
援
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
、
地
域
の
活

動
を
継
続
す
る
具
体
案
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
、
マ
ス
ク
の
徹
底
、
人
と
の

距
離
、
会
食
の
あ
り
方
、
企
業
、

地
域
な
ど
の
自
粛
に
よ
っ
て
新
た

な
生
活
様
式
が
一
般
的
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

で
長
く
向
き
合
い
、
付
き
合
っ
て

行
く
事
と
な
れ
ば
、
長
い
ス
パ
ン

で
対
応
が
必
要
と
な
り
、
町
独
自

の
支
援
策
の
継
続
、
延
長
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

新
し
い
形
を
模
索

問 新
た
な
生
活
、
現
状
と
今
後
の
対
応
は

川口�満浩��議員

　
町
の
独
自
の
支
援
策
は
、
ほ
と

ん
ど
の
事
業
が
当
初
見
込
み
ど
お

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
援
策

の
継
続
、
延
長
は
、
現
段
階
で
の

予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
、

終
了
し
て
い
な
い
事
業
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
引
き
続
き
須
恵
町
に
必
要

な
支
援
の
検
討
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
地
域
の

皆
様
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、
創

意
工
夫
し
て
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
新
し

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
来
年
４
月
か
ら
須
恵
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
公
開
し
、
エ
リ
ア
ご
と

に
必
要
と
さ
れ
る
、
行
政
お
よ
び

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
情
報

答
諸
石
総
務
課
長

答
平
山
ま
ち
づ
く
り
課
長

を
届
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
新
し
い
繋
が
り
を
生

ん
だ
り
、
日
常
で
つ
く
ら
れ
た
人

間
関
係
を
よ
り
豊
か
に
し
、
地
域

の
絆
、
支
え
合
い
が
薄
れ
な
い
よ

う
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
時

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
ニ
コ
ッ

と
笑
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
を
、
い
ろ
い
ろ
出
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

答
平
松
町
長

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）
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6町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

　
町
内
の
道
路
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
３
カ
所
に
つ
い
て
は
、
大
雨

時
冠
水
注
意
喚
起
の
看
板
を
県
道
、

町
道
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
そ
れ

に
加
え
水
位
計
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
災
害
に
関
し
て
は
、
「
起
き
る

こ
と
を
想
定
し
た
う
え
で
、
災
害

対
策
を
行
う
。
住
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
と
財
産
を
守
る
。
ま
ず
は
命

を
守
る
。
」

　
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
災
害
対

策
を
講
じ
る
こ
と
で
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
は
、
ま
ず
避
難
し
て
も
ら

う
こ
と
。
こ
れ
が
私
か
ら
の
切
な

る
お
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
議
員

各
位
と
と
も
に
災
害
に
対
し
て
常

に
臨
場
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
世
利
都
市
整
備
課
長

答
平
松
町
長

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
充
実
は

　
須
恵
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

た
め
池
決
壊
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

大
雨
時
の
道
路
浸
水
箇
所
な
ど
の

作
成
・
公
表
。
災
害
に
備
え
る
た

め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

や
充
実
、
避
難
支
援
計
画
、
災
害

協
定
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
な

ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
須
恵
川
は
県
の
指
定
河
川
と
な

っ
て
い
な
い
た
め
、
浸
水
想
定
区

域
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

県
か
ら
あ
く
ま
で
浸
水
想
定
の
参

考
図
と
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
公

表
で
き
る
も
の
と
判

断
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

県
は
、
来
年
度
、
須

恵
川
を
含
ん
だ
県
内

小
規
模
河
川
に
お
け

る
氾
濫
推
定
図
を
作

成
し
、
段
階
的
に
公

表
す
る
予
定
で
す
。

今
後
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

答
諸
石
総
務
課
長

今村�桂子��議員

　
日
頃
か
ら
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
所
は
ど
う
い
う
場
所
か
、
ど
の

よ
う
な
災
害
が
予
測
さ
れ
る
の
か

を
知
っ
て
、
災
害
時
に
一
人
ひ
と

り
が
避
難
行
動
に
繋
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
計
画
の
充

実
な
ど
が
重
要
で
す
。

　
水
防
法
で
は
、
浸
水
想
定
区
域

図
を
基
に
市
町
村
が
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
事
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
周
知
義
務
が
あ
り

ま
す
。

問

　
ま
た
、
個
別
避
難
支
援
計
画
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
策
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
自
主
防
災
組
織
へ
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
提
供
を
始

め
て
お
り
ま
す
の
で
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
対
応
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
温
度
差
に
つ

い
て
は
、
ど
の
地
域
も
運
営
形
態

に
大
き
な
差
は
な
い
の
が
現
状
で
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
組
織
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い
て
は
、

県
が
令
和
２
年
３
月
に
新
た
な
選

定
基
準
に
よ
り
、
た
め
池
マ
ッ
プ

浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成
し
て
お

り
、
須
恵
町
で
は
、
そ
の
結
果
を

基
に
令
和
３
年
度
、
た
め
池
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
を
行
う
予

定
で
す
。
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
、
町
内
全
戸
に
配
布
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等

で
周
知
し
、
地
域
防
災
計
画
へ
反

映
さ
せ
ま
す
。

答
甲
能
地
域
振
興
課
長

来
年
度
以
降
に
整
備

防
災

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）
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7 一/般/質/問 町 政 を 問 う !

政
・
防
災
組
織
・
民
生
委
員
・
民

間
企
業
と
の
情
報
の
共
有
化
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
法
と
い
う
難
し

い
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

命
を
救
う
と
い
う
点
で
大
変
重
要

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
お

考
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
須
恵
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

の
自
動
車
事
故
の
増
加
に
伴
い
、

運
転
免
許
証
の
返
納
へ
の
取
組
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
好
き
な
時と

間き

に
好
き
な
所
へ
行
け
ず
、
高
齢
者

の
行
動
範
囲
は
限
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
独
居
老
人
や
肢
体
不

自
由
者
等
の
方
々
に
対
し
て
も
、

生
活
の
面
や
防
災
の
面
か
ら
、
行

ま
ず
は
実
態
調
査
を
行
う

問

福
祉高

齢
者
に
対
す
る
見
守
り
対
応
は

稲永�辰己��議員

　
現
在
、
高
齢
者
の
見
守
り
に
は
、

民
生
委
員
協
議
会
を
中
心
と
し
た
、

行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
た

も
の
、
新
聞
、
ガ
ス
、
電
気
、
郵

便
等
企
業
に
よ
る
も
の
、
地
域
に

お
い
て
は
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
取
組
み
の
高
齢
者
相
互
支
援
活

動
の
見
守
り
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
日
常
生
活
上
の
支
援

体
制
を
一
体
的
に
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
を
行
い
、
年
度
内
に
介
護
予
防
、

生
活
支
援
、
見
守
り
活
動
を
中
心

と
し
た
高
齢
者
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
必
要
に
応
じ
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
た

防
災
対
策
と
し
て
、
平
成
30
年
９

月
に
条
例
を
制
定
し
、
避
難
行
動

答
吉
川
福
祉
課
長

答
諸
石
総
務
課
長

要
支
援
者
名
簿
を
自
主
防
災
組
織

に
提
供
し
て
お
り
、
災
害
時
の
安

否
確
認
や
災
害
情
報
の
伝
達
、
避

難
誘
導
に
役
立
て
て
頂
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
使
用
目
的
以

外
の
名
簿
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
を

利
用
す
る
際
に
は
当
然
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
の
買
い
物
が
不
便
な
地
域

を
巡
回
す
る
移
動
販
売
車
（
移
動

ス
ー
パ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
品
物
を
見
て
買
い
物
し
た
い
と

い
う
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、

事
業
者
か
ら
の
参
入
の
動
き
が
あ

っ
た
場
合
は
、
積
極
的
に
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
協
力
と
町
の
補
助

制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

答
甲
能
地
域
振
興
課
長

（写真はアクリル板を通しているため不鮮明になっています）
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松山 力弥 議長 田ノ上 真 議員

今村 桂子 議員 三⻆ 栄重 議員 稲永 辰己 議員 令和２年１１月９日対談

議会×須恵町食生活改善推進協議会

引っ越してきて知り合いがいない
中、食改に入り色々な人と知り合
え、子育ての相談にも乗ってもら
いました。子育て中のお母さんが
増えたら良いと思います。

コロナ禍で家族の健康のために料
理を作る事が、健康づくりを考え
再確認する良い機会になりました。
住民が健康になれば、医療費がい
らなくなる。究極の節税ですね。

「口から入るものが体を作る」学
んだ事が子・孫へと伝わり、自分
たちが習った事が地域住民に伝わ
り、末広がりに健康づくりが広が
れば良いと思います。

副会長 倉
くら

島
しま

 静
しずか

 さん（１０期生） 歴代会長 矢
や

野
の

 知
ち  か  こ

佳子 さん（７期生）
歴代会長 今

いま
泉

いずみ
 真

ま
弓
ゆみ

 さん（８期生）

現況は？
ヘルスメイトの現況は
どうなっていますか

ヘルスメイト
２０代～９０代のヘルスメイトが活動し
ており、男性も５名います。子ども
や孫など家族の健康づくりのために
ヘルスメイトになる方が多いです。

※対談中は、撮影時のみマスクを外してもらいました。

目標は？
須恵町の努力目標は何ですか

ヘルスメイト
須恵町の努力目標は３点あります。
①食事、休養、運動
　転ばぬ先のカルシウム
②適塩で色よく食べよう三十種
③�生ごみを減らし排水の汚れを少
　なくしよう

医食同源
病気を治す薬と食べ物は源が同じで、食事に注意することが病気を予防す
る最善の策であり、日頃の食生活も医療に通じます。
食べる物によって病気にもなり、また、その病気を治すこともできると考
えると、いかに正しい食生活が大切であるかを対談を通して痛感しました。
日頃から、家族の健康管理に注意され、地域住民の健康づくりに貢献いた
だいているヘルスメイトのみなさまに感謝し、議会としても応援していき
たいと思います。

食改推進教室とは？
食改推進教室について教えて
ください

ヘルスメイト
栄養、衛生、運動そして調理実習を
取り入れた教室です。
「私達の健康は私達の手で」をスロ�
ーガンに活動し、生活習慣病予防の
ための調理や食に対する意識改革、
食生活の改善を学びます。
ヘルスメイト
６月に開講し、翌年３月に終了しま
す。現在4０期生を輩出しています。
保健センター２階で月１回開講され
ます。
教室終了後は、須恵町が食生活推進
員に委嘱し、ボランティアで地域の
みなさんの健康づくりに協力してい
ただいています。

私たちの健康は私たちの手で 地域に広げよう食からの健康
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特 集 議会×須恵町食生活改善推進協議会
食を通じた健康づくり

ヘルスメイトの声を聴きました
食生活改善推進協議会とは、生活習慣病予防、高齢者の低栄養予防、子どもの食育など、食を通じた健
康づくりの活動をしているボランティア組織です。地区理事12名、常任理事11名。約1５０名の食生活改善
推進員（ヘルスメイト）が地区別に編成され、活動しています。

みそ汁のだし汁の上手な取り方な
どの料理の基本・手順・手際の良
さを、食改で先輩に教わりました。
今は若い人に伝えることができて
嬉しいです。

人と人とのつながりができ
た事が良かったです。多く
の人に食改に入っていただ
けたらなぁと思います。

以前は目分量で味付けをしていました
が、食改で大さじや小さじを使い、味
を一定にする事を学びました。コロナ
禍で三密を避けて運動研修をしまし
た。みんなと会えば元気が出ます。

前会計 松
まつ

尾
お

 美
み

保
ほ

子
こ

 さん（３２期生） 会計 大
おお

塚
つか

 裕
ひろ

美
み

 さん（３０期生）

会長 合
ごう

屋
や

 芳
よし

恵
え

 さん（２９期生）

ごませんべいの作り方
材　料
強力粉�８０g　薄力粉�１００g　白ごま�２０g
黒ごま�２０g　きび砂糖�4０g　自然塩�3.5g
ぬるま湯�７０g　揚げ油�適量
作り方
① �強力粉・薄力粉・きび砂糖・自然塩を
よく混ぜ合せ、ぬるま湯を入れてよく
こねる。途中、ごまを加える。

②①の生地を棒状にする。
③棒状にした生地を切って麺棒でのばす。
④ �のばした生地を油で揚げ
る。※余熱でも少し揚が
る（色づく）ので、ひか
えめの色合いに揚げる。

歴史は？
食生活改善推進協議会（食改）の
あゆみを教えてください

ヘルスメイト
昭和５５年に当時の田原利信町長の元
で健康課と同時に誕生しました。農
薬や食品添加物を使ったものが出回
る中で、自然食や有機農業に注目す
るものでした。
ヘルスメイト
昭和５２年～５4年に栄養教室（月４
回）が実施され、終了後は食改で成
人病の徹底追放、食生活の改善、健
康維持と体力づくりの３点を中心に
活動していました。
ヘルスメイト
令和２年で結成4１年目になりました。

私たちの健康は私たちの手で 地域に広げよう食からの健康

どのような活動をしていますか

ヘルスメイト
毎月、理事会（２3名）を行っていま
す。年３回（７月、９月、１２月）料�
理教室を保健センター２階で開催し、
講師の指導の下ヘルスメイトが「食�
を学びます。高血圧、糖尿病などテ
ーマに沿った料理や、お正月料理、
夏のおもてなし料理など季節感のあ
る料理教室を実施しています。
ヘルスメイト
子どもたちにも安心して食べさせる
ことができるものを提供しようと、
３歳児健診では、毎月玄米３色かり
んとうを作っています。
また、年２回の保育園児クッキング、
第２小コミュニティの料理教室、第
３小３年生の味噌作り、お祭りで販
売するごませんべい作りなどを行っ

ています。
ヘルスメイト
献血時には試食として造血料理など
を出しており、みなさんに喜んでい
ただいています。
ヘルスメイト
ごませんべい作りで使用した後の油
で廃油せっけん作りを実施していま
す。

活動内容は？

第6回

」
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11
月
５
日
に
、
税
務
課
の
業
務
に
つ
い
て
、
職
員
の
説
明
を
受
け
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

 

主
な
町
税

　
須
恵
町
の
町
税
に
は
、
主
に
個
人

町
民
税
・
法
人
町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば
こ
税
が
あ

り
、
町
の
自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
流
入
人
口
の
増
加
や
昨
年
度
ま
で

の
好
景
気
を
反
映
し
、
た
ば
こ
税
を

除
き
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
表
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
対
策
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
減
少
傾
向
の
た
ば
こ
税
で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
町
内
で
の
購
入
を
お
願

い
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
税
に
は
グ
リ
ー

ン
化
特
例
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
新
規
新
車
登
録
さ

れ
た
車
両
で
、
一
定
の
環
境
性
能
を

有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
翌
年
度
分

の
税
率
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
電

気
ま
た
は
天
然
ガ
ス
の
軽
自
動
車
で

は
75
％
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
お
得
で

す
。
詳
し
く
は
税
務
課
へ
。

生
活
は
町
税
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

 

滞
納
整
理
事
務
手
続
き

　
活
発
な
意
見
交
換
と
な
っ
た
の
が

こ
の
事
項
で
す
。
日
々
の
苦
労
が
多

い
部
署
の
よ
う
で
す
が
、
法
の
下
に

適
正
な
対
応
を
す
る
た
め
の
努
力
を

聴
き
ま
し
た
。
未
納
者
が
増
え
る
と

皆
が
困
り
ま
す
。
納
税
に
お
困
り
の

方
は
、
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

コ
ロ
ナ
禍
の
対
策

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
町
民
の
皆
様

の
負
担
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
様

々
な
制
度
を
策
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
行
政
に
対
し
て
も
、
減
収

に
対
応
す
る
国
か
ら
の
特
例
措
置
に

よ
り
各
種
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 

視
察
を
終
え
て

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
税
に
よ
っ
て
賄ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
税
金
は
「
取
ら
れ

る
」
で
は
な
く
「
納
め
る
」
意
識
を

も
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
議
会
で
も
公
平
な
税
制
に
つ
い
て

議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

委員会レポート 総務建設産業委員会

税
務
課
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

☎️�

０
９
２
・
９
３
２
・
１
４
９
５

須恵町
ホームページ

税務課の情報は
こちらから

0
↑
調定額

調定額（円） 売上本数（本）

↑
本数

50,000,000

100,000,000

150,000,000

200,000,000

250,000,000

300,000,000

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

たばこ税の調定額および売上本数の推移
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10
月
27
日
に
、
須
恵
町
立
美
術
セ
ン
タ
ー
久
我
記
念
館
の
運
営
状
況
な
ど
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
営

　
令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
事
業
の
規
模

を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

 

沿
革

　
久
我
記
念
館
は
、
故
・
久
我
五い

千ち

男お

氏
の
私
設
美
術
館
と
し
て
、
昭
和

５4
年
５
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
５９
年
に
久
我
氏
が

急
逝
さ
れ
、
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
敷
地
・
建
物
・
記
念
資
料
が
須

恵
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
6１
年
８
月
に
「
須
恵
町
立
美

術
セ
ン
タ
ー
久
我
記
念
館
」
と
改
称

し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 

展
示
内
容

　
１
階
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、
15
回
の
展

覧
会
を
実
施
し
、
町
内
外
か
ら
延
べ

５
７
４
９
名
の
方
が
来
館
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
展
覧
会
の
ほ
か
に
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ト
ー�

ク
シ
ョ
ー
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
２
階
に
は
、
須
恵
焼
を
常
設
展
示

し
て
い
ま
す
。

 

久
我
記
念
館
運
営
協
議
会

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
久

我
記
念
館
運
営
協
議
会
委
員
６
名
で

業
務
・
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
へ
意
見

を
具ぐ

申し
ん

、
諮し

問も
ん

に
応
じ
て
い
ま
す
。

  

今
後
の
美
術
館
が
目
指
す
も
の

美
術
館
の
５
つ
の
指
針

❶ 

地
域
に
根
ざ
し
た
展
覧
会
を
行
う

❷
子
ど
も
対
象
の
展
覧
会
を
行
う

❸ 

美
術
館
か
ら
情
報
発
信
を
行
う

❹ 

若
い
作
家
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る

❺ 

展
覧
会
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る

　
こ
の
指
針
の
も
と
、
さ
ら
な
る
文

化
の
継
承
と
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

 
事
務
調
査
を
終
え
て

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
芸
術
に
触
れ
、

少
し
で
も
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
工
夫
を
し
な
が

ら
運
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
の
栄
養
を
求
め
て
、
ぜ
ひ
、
久

我
記
念
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

文
化
の
継
承
と
振
興

委員会レポート 文教厚生委員会

久我記念館

所 在 地　須恵町須恵７７番地１
電　　話　092-932-4987
開館時間　午前１０時～午後５時
休 館 日　�月曜日（休館日が祝日の場合
　　　　　その翌日）、盆と年末年始
入 館 料　無料（無料駐車場約3０台）
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追 跡
執行部の答弁は実行されているのか？

一般質問のその後
過去の一般質問の内容に対し、どのような対応がなされたか、
また、どのように町政に反映されているのか追跡しました。

質 問 　自然食普及センターみそ加工所は、施
設も老朽化し改修や建替えには多額の支

出が予想されます。
　また、みその年間の売り上げは赤字で、今後こ
の事業を続けるならば、諸々の問題が発生します。
　町長も、ここでみそ事業をどうするか判断する
時期にきていると思いますが、町長のお考えは。

　須恵町の健康づくりのシンボルである
養生みそ。その理念を私もよく理解して

いますが、年間１０００万円以上の赤字が出ています。
施設そのものも老朽化し、新たに工場を建てると
なると、設備投資も含めて３億円程度かかると思
います。
　今後は、これまでのデータを分析し、町民アン
ケートやこれまで関わってこられた関係者、議員
各位と慎重に議論を重ねながら判断したいと考え
ています。

　みそ加工所の製造・販売は、令和２年
度までで終了します。
　3５年続いてきた伝統「健康づくりのた

めのみそづくり」は、今後、みそづくり教室など
で子どもたちに継承していきたいと考えています。

　マイナポイントに申し込みをすれば、
上限５０００ポイントをもらえるサービスが

９月から始まっています。令和３年３月からはマ
イナンバーカードが健康保険証として使用できる
予定です。
　マイナポータルは、行政などから個人に合った
きめ細やかなお知らせを携帯電話などから確認で
き、行政手続きがオンライン申請できるなど、と
ても便利です。
　マイナンバーカードの発行状況、普及、マイナ
ポータルの今後の活用について質問します。

　８月２3日現在、マイナンバーカードの
交付率は、２０.4％です。今後も広報紙等

や転入手続きに合わせてマイナンバーカードの利
便性を住民の皆様へお知らせしていきたいと思い
ます。
　マイナポータルを活用した行政手続のオンライ
ン申請、情報発信の流れは加速していくと思われ
ます。近隣市町と情報を共有し、住民の皆様への
周知および活用を検討したいと考えます。
　コロナ禍では、ITを活用した生活様式の普及啓
発が大事になってきますので、マイナンバーカー
ドの普及は是非取り組むべきと思っています。

　須恵町のマイナンバーカードの交付率
�は県内でも上位にあります。
�　今までも、町内の行事や公民館等での

出張申請受付を行っていましたが、新たに、企業
クラブを通じて町内企業へ周知し、希望された企
業での出張申請受付も始めました。
　窓口では、マイナポイントやコンビニでの証明
書の取得、健康保険証の利用登録（マイナポータ
ル）等、ただ交付するだけではなく、交付後の利
用方法についても丁寧に詳しく説明しています。
　今後も、マイナンバーカードの利便性を広く周
知し、普及促進を図っていきます。

質 問

答 弁

答 弁

みそ事業の今後は
（令和元年９月議会）

マイナンバーカード普及と活用を
（令和２年９月議会）

その後

進 捗
状 況

進 捗
状 況

その後

問い合わせ先
住民課（ダイヤルイン）☎ 932-1467

マイナンバーカードの申請や
マイナポイント等のご不明な
点は、お気軽に住民課窓口に
お尋ねください。
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　新たな年となり、最初の議長
通信となります。
　皆様、新年明けましておめで
とうございます。
　日本国内で新型コロナウイル
スが発生して、１年が過ぎまし
た。
　国や医療機関、そして国民の
弛
たゆ
まぬ努力にもかかわらず、第

２波、第３波と未だ終息が見え

ません。
　この感染拡大により、町内各
家庭においても、商工業におい
ても、社会的・経済的影響の深
刻さは深まるばかりです。
　コロナ禍により、これまで当
たり前にできていたことができ
なくなり、社会の在り方をも見
直す機会となりました。
　IOT・AI・ビックデータが第
４次産業革命であるならば、こ
れはコロナが引き起こした、言
わば第５次産業革命であり、そ
こにチャンスも隠れていると思
います。
　このコロナ禍の危機は、それ

ぞれが知恵を絞り、発想の転換
で立ち向かうしかありません。
　新たな令和３年は「これま
でのものを改め、よりよいも
のとする（変革）」「これまで
のものに変えて新しいものとす
る（改革）」「これまでなか
ったものを新しく生み出す（革
新）」。この三革をキーワード
に、時代に即し、時代の変化に
対応した議会とするため、努力�
していきたいと思います。
　今後も町民皆様のご理解とご
協力をお願いいたします。

松山�力弥��議長

議長通信

「三密」から「三革」へ

次の定例議会は
３月３日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される方
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ホームページで
会議録を公開
しています。
須恵町のホームページで、本議会
の会議録を公開しています。
（平成２3年以降の会議録を掲載）
URL：http://www.town.sue.fukuoka.jp/

　須恵町議会 検索

全員賛成可決第５回 臨時会 １０月２２日

● 財産の取得
　遠隔授業対応大型提示装置　�５4台
� （取得価格����１５4０万円）

オンラインの推進
各小中学校に設置し、オンライン授業
や研修等の遠隔教育に活用する。

●令和２年度一般会計補正予算
　１億１１５８万円を追加
　� ⇒総額��１34億８66２万円

65歳以上を対象に
生活支援商品券発行事業� 4５１3万円

可決第６回 臨時会 １１月３０日

●�須恵町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正（全員賛成）
●�須恵町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正（全員賛成）
●�一般職の職員の給与に関する条例の一部改正（賛成多数）

期末手当の引き下げ
人事院勧告に基づき、期末手当を０.０５月分引き下げる。
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